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抄録 
日本の大学生による大学図書館の利用動向を把握するために，学生生活実態調査報告と大学図書館

入館データの分析を行った。その結果，前者から大学生の 8 割近くが利用している，週一回以上
の利用者は半数以下であること，後者からは入館回数はロングテールの傾向を示し，入館率は

文高理低および学部と大学院との間に顕著な差があることがわかった。後者の入館頻度は実態

調査報告より顕著に少なく，入館データに基づく利用調査の必要性を指摘した。 
 

1. はじめに	
 

	
 大学図書館は，研究と教育の両面で大学の使

命とかかわっており，その関わり方は時代によ

って異なる。しかし，現在でも，大学図書館は，

利用者は，図書館という建物に赴いて図書館資

料を利用することを暗黙のうちに期待している。

現に大学図書館は様々な形で利用実態の把握を

行っている。最近では IR（Institutional Research）
やラーニング・アナリティクスの観点からも，

学生の大学図書館の利用実態を表すデータを収

集分析する必要性が指摘されて始めている 1)2)。

大学図書館は，従来から業務データという形で

膨大なデータを収集蓄積してきたが，多くは単

純集計にとどまることが多く，大学図書館・図

書館員によるデータ分析は不十分であり，機能

不全に陥っているという指摘もある 3)。 
大学運営の視点からみると図書館利用の基礎

データとして，まず，図書館を利用する学生の

全学生に占める割合，利用する学生の特性の把

握が必要と考えられる。従来，大学図書館に来

館する学生を対象とした調査が行われてきたが，

来館者調査からは，図書館を利用している学生

の特色が判明するにとどまる 4)。また，

LibQUAL+®の附帯調査で全学生を対象として
図書館利用頻

度を尋ねると

いった例 5)も

あるが，図書

館が行う調査

であれば，図

書館に関心の

ある学生が回

答するという

傾向は否めな

い。 
本研究では，

学生生活実態調査報告および図書館入館データ

という比較的容易に入手できる大学図書館の利

用に関するデータに基づいて，大学図書館の利

用実態について一般的動向を把握するとともに，

新しい指標に基づいた利用パターンを明らかに

することを目的とする。 
 
2. 学生生活実態調査報告を用いた調査	
 
(1)	
 目的 
	
 国内の大学で行われている学生生活実態調査

の結果を用いて，図書館利用の頻度を調査する。

学生生活実態調査は，大学が学生の経済的困窮

度を調べることを目的に 1950 年代から行われ
てきた質問紙調査であるが，現在では，大学運

営ばかりではなく，大学評価や IRと結びつき，
学生から志望動機，授業，勉強，留学，アルバ

イト，サークル，就職，経済状況，日常生活，

健康など幅広い情報を収集している。こうした

調査の実施状況は明らかではないが，多くの大

学で実施されていると推測できる。 
	
 なお個別の大学の他に，日本私立大学連盟が

加盟大学の学部学生を対象に 4年ごとに学生生
活実態調査を実施しており，2010年度に行われ
た調査をまとめた「学生生活白書 2011」では，
平均的な一日の図書館・コンピュータ室の利用

時間は平均 1時間 15分と報告している。また，
全国大学生活協同組合連合も毎年全国の国公私

立大学の学生を対象に生活実態調査を行ってい

るが，最近は図書館利用を調査していない。 
(2)	
 方法 
	
 手順を図 1に示した。CiNii Booksによる検索
で 65件，ウェブによる探索では 64件の調査報
告例が見付かった。印刷版の調査報告のほとん

どは，実施大学の図書館においてのみ所蔵され
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図1. 調査の手順と範囲 



 
 

ており，外部からの利用は困難である。また，

最近では，薬物，健康，あるいはハラスメント

などについても尋ねることがあり，多くの大学

は外部公開に消極的である。しかし，ウェブで

調査結果を公開している大学もある。その中で

図書館利用について設問のあるのは 34大学で，
図書館の利用頻度を尋ねているのは 19 大学で
ある。これらを表 1に示したが，国立大学が公
開に積極的であり，図書館とその利用について

も調査することが多い。 
表１ 学生生活実態調査の報告（単位：大学） 

種類 公開 図書館 利用頻度 大学数 

国立 39 25 15 84 

公立 7 0 0 86 

私立 18 9 4 605 

計 64 34 19 775 

	
 図書館の利用頻度を尋ねている 19 大学は以
下の通りである。 

藍野大学(2014)，秋田大学(2010)*，香川大
学(2011)*，鹿児島大学(2011)*，神奈川大学
(2013)，京都大学(2013)，京都教育大学
(2013)，佐賀大学(2007)*，滋賀医科大学
(2014)，静岡大学(2009)*，千葉大学(2012)*，
東京工業大学(2012)，東京農工大学(2012)，
徳島大学(2013)*，新潟大学(2010)*，兵庫教
育大学(2012)，弘前大学(2010)*，北海学園
大学(2013)，桃山学院大学(2012) 

	
 大学の運営や，規模，環境をそろえるため，

この中から国立大学の中で，似た性格を持つ 9
大学（*で示した）を調査対象とした。いずれの
大学も学期中の図書館利用の頻度について，ほ

とんど毎日，週に 2～3回程度利用している，週
に 1回程度利用している，月に 1～2回程度利用
している，ほとんど利用していないといった選 
択肢を設けて回答を求めている。しかし，大学

によって選択肢の分け方は異なっており，4 区
分から 6区分まである。 
(3)	
 結果 
	
 調査結果を表 2に示した。4学部から 9学部
まででいずれも文と理の学部を含んでいる。キ

ャンパスは 2から 4か所の範囲である。悉皆調
査が多いが，回答数が少ない例もある。図書館

の利用頻度は，ほぼ毎日，週 1回以上，月 1回
以上，ほとんど利用せずの 4区分に再集計した。
なお，「週 1回以上」には「ほぼ毎日」を含み，
「月 1回以上」も同様である。 
	
 まず，注目されるのは，「ほぼ毎日」（これに

は，毎日，ほぼ毎日，ほとんど毎日，週に 6日
以上，週 4回以上，という選択肢が含まれる）
と答えた学生が，6大学で 6～7%もいることで
ある。多くの大学で図書館を頻繁に利用する学

生が，数百人の規模で存在している。この調査

からは，利用行動は判明しないが，大学図書館

の中核となる学生であると言える。 
	
 一方では，「ほとんど利用せず」（利用しない，

ほとんど利用しない，ほとんど利用していない，

ほとんどなし，ほとんどない，含む）は，15.3%
～36.1%と幅があるが，17%前後と 30%前後に
二分される。全く図書館を利用しない学生が 3
割を占める大学が半数ある。月 1回以上の利用
があれば，図書館利用者とするなら，8 割近く
が図書館利用者である。しかし，図書館をよく

利用していると言えるのは，週 1回以上の利用
者であろう。こうした利用者は，全体としては，

半数に満たないと言えよう。 
 
3. 図書館入館データを用いた調査 
(1)目的 
	
 学生生活実態調査報告を用いた調査から，大

表2  学生生活実態調査における大学図書館の利用頻度 

       
図書館の利用頻度の割合(%) 

大学 年 学部数 キャンパス数 調査 回答数 回収率(%) ほぼ毎日 
週１回 

以上 

月１回 

以上 

ほとんど 

利用せず 

A 2007 5 2 標本 451 29.2 6.0 37.2 64.0 36.1 

B 2009 6 2 悉皆 6,604 63.4 2.8 42.9 82.9 17.2 

C 2010 5 4 悉皆 1,154 21.0 2.8 51.8 73.7 26.3 

D 2010 4 3 悉皆 882 59.7 5.8 45.8 73.1 26.9 

E 2010 9 2 標本 552 27.9 1.2 31.4 64.5 35.5 

F 2011 6 4 悉皆 408 7.2 7.0 39.0 71.0 29.0 

G 2011 8 3 悉皆 4,189 - 6.6 53.9 81.8 18.1 

H 2012 9 4 悉皆 1,058 - 6.3 48.2 81.7 15.3 

I 2013 5 3 悉皆 4,060 69.5 7.0 45.0 84.0 16.0 



 
 

学生の図書館利用頻度の一般的傾向としては，8
割近くが利用している，週一回以上の利用者は

半数以下といったものが考えられ，これらの傾

向は性格の似た大学においてもおおむね当ては

まると考えられる。しかし，大学図書館の利用

頻度という客観的な事実項目を測定する際に，

回答者の自己申告に基づく質問紙調査では，回

答者の偏りや回答者が回答を「知らない」「思い

出せない」「答えたくない」といったバイアスが

生じることは避けられず，測定の妥当性の前提

条件が担保されているとは言えない。そこで次

に，先の大学生の図書館利用に関する一般的傾

向は当てはまるという仮説のもと，大学図書館

が収集している入館全データという客観的かつ

大規模なデータを分析する。これらの分析を通

して，学生の図書館利用傾向を明らかにし，仮

説を検証することが目的である。 
 (2)方法 
	
 調査対象は，三重大学附属図書館および医学

部図書館の 2013年度入館データ全件である。同
データに含まれる学部生・大学院生（正規生の

み）のデータを，全構成員が含まれる利用者マ

スターファイルに基づいて抽出し（表 3），
375,498件を分析対象とした。なお，地域イノベ
ーション学研究科は，学部を持たないため対象

外とした。入館データには，学籍番号を匿名ラ

ンダム化した IDとそれに対応する入館の日時，
入学年度，所属学部および学科が含まれている。 
	
 調査項目は，利用者の入館回数および入館率

である。両者に対して全体の単純集計を行うと

ともに，1）課程，2）入学年度，3）部局別の集
計を行った。 
(3)結果 
a. 入館回数（表 4） 
	
 入館回数の概要を表 4にまとめた。学生の入
館回数を降順に並べたのが図 2 であり，最大
1529回から最低 0回の幅があり，上位 20%で入
館回数全体の 60%，上位 37%で 80%を占めるこ
とから，ロングテールの傾向を示していること

がわかる。 
	
 利用頻度という観点から，学生の利用頻度の

分布を示したのが，図 3である。ここでは，授
業および試験期間の平日において，a. 毎日（160
日），b. 週単位（36週），c. 月単位（10ヶ月）
で，最低一回でも入館した学生の割合を示して

いる。毎日入館は 0%，毎週入館は 0.8%，毎月
入館は 17.9%であり，学生生活実態調査報告の
結果とは，顕著な差が見られる。 
b. 入館率（表 4） 
	
 図書館の入館率は，全体で 90.1%であり，学
生生活実態調査報告の結果ほど低くはなかった。

学部（94.5%）と大学院（78.6%，38.4%）では
大きな差があり，部局別では全学部が 9割以上
であるが，大学院になると文高理低の傾向が見

られる。学年別に見ると，B1は 5月 1日時点で
9割に達していること（図 4），学年が上がるに
つれて入館率が減少することが特徴的である。 
	
 以上の結果から，調査対象大学の学生のほと

んどは 1年度内に図書館に入館しているが，入
館頻度は学生生活実態調査報告で見られたよう

な高いレベルではないことがわかった。 

4. 議論と結論 

	
 今回の調査から，学生生活実態調査報告およ

び図書館入館データによって，大学図書館の利

用に関する幾つかの傾向が見いだされた。しか

し，学生生活実態調査報告に基づく仮説が入館

データの分析では実証されないものもあった。

理由として，たとえば，1）三重大学の図書館利
用が特別に低い，2）調査方法の問題が考えられ
る。前者は，三重大学は学生生活実態調査報告

対象大学と性格が似ており考えられない。後者

は，学生生活実態調査報告という質問紙調査で

は，学生は図書館利用頻度の質問に対して何ら

かのバイアスが働き，実態と異なる回答をして

いる可能性もある。大学生の図書館利用の実態

を知るには，従来のような利用者の自己申告に

よる調査方法では限界がある。今後は，図書館

入館データの分析を積み重ね，比較可能な利用

の指標を確立する必要があると考えられる。 

表3. 調査対象の概要 

  学部 大学院 

 

学年 人数 

人文 1,263 34 

 

B1 1,451 

教育 853 98 

 

B2 1,460 

医 1,076 239 

 

B3 1,390 

工 1,821 556 

 

B4 1,319 

生物資源 1,105 255 

 

B5以上 498 

地域イノベーション - 43 

 

M1 415 

  6,118 1,225 

 

M2以上 495 

  

 

D1 86 

    

D2 86 

総計 7,343 

 

D3以上 143 
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表4. 入館回数と入館率の概要 
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左上から逆時計回り. 図2. 入館回数の分布，図3. 授業および試験期間の平日の入館率の分布，図4. 学年別の入館率の推移 

入館回数 全体 学部 修士 博士 B1 B2 B3 B4 M1 M2 D1 D2 D3 人 教 医 工 生資 人 教 医 工 生資

合計 375,498 361,183 13,202 1,113 106,978 80,761 84,414 63,020 6,553 6,007 253 303 557 90,179 35,662 108,405 82,753 44,184 1,874 3,218 1,341 4,208 3,368

平均 51.1 59.0 14.5 3.5 73.7 55.3 60.7 47.8 15.8 13.4 2.9 3.5 3.9 71.4 41.8 100.7 45.4 40.0 55.1 32.8 5.6 7.6 13.2

最大 1,529 1,529 249 131 609 1,529 975 1,219 249 221 44 45 131 712 450 1,529 533 388 249 179 80 221 141

最小 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中央値 26 34 5 0 55 31 36 16 6 3 0 0 0 49 30 59 23 23 40 19 0 2 5
標準偏差 78.1 82.6 26.6 10.7 65.6 83.1 79.3 92.3 26.6 26.7 7.0 8.2 13.6 80.1 46.4 136.6 57.6 49.6 53.3 37.4 12.4 18.1 22.3

入館率 90.1% 94.5% 78.6% 38.4% 99.9% 96.0% 96.5% 89.5% 83.6% 74.2% 40.7% 44.2% 38.6% 96.0% 96.8% 98.5% 90.2% 93.9% 94.1% 95.9% 45.6% 68.0% 76.5%

課程 学年 学部 大学院


